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双子子育てサークル　「ぐりぐらクラブ」　ゆめわあく柏原の農園にて

入院の時など、

ファミリーサポート

に預けるにも、双子だ

と料金も 2 倍なので

ためらってしまい

ます。

心のよりどこ
ろになっています。

友だちの威力、
すごいよ！

議員さんに

は、子育て支援の

発言をたくさんし

てほしいなぁ。

安全に配慮した

手頃な公園がそれ

ぞれの地区にあ

るといいな。

丹波市の

に期待

しています！
わ
たし た ち も、丹波市に期待しています！
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議
会
だ
よ
り
50
号
を
記
念
し

て
、
今
回
は
50
人
の
市
民
の

方
々
に
「
議
会
で
や
っ
て
ほ

し
い
50
の
こ
と
」
と
題
し
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
行
は
七
月
。
七
夕
に
ち
な

ん
で
、
み
な
さ
ん
の
願
い
が

成
就
す
れ
ば
最
高
で
す
。
ひ

と
つ
で
も
多
く
の
願
い
を
叶

え
ら
れ
る
よ
う
、
議
員
一
同

が
ん
ば
り
ま
す
。
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小学校でも
必修化されるプログラミング教育。楽しく役立つものになるように今から

研究を。

子育てサー
クルに助成金が
あるので助か
ってます！

市内のどの子

育て学習センター

にも行けるように

なるといいな。

こども園に
なると行事が減る
の？夏祭りや遠足

をしてほしい
な。

自分たちのまちに必要な写真データなどの共有化

を進めている「オープンデータ＠丹波実行委員会」
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50
のこと

議
会

で
やってほ

し
い

子育てイベント
での出会いが大切。

乳幼児のイベントも
これまで通りたくさ
んして欲しいな。

子育てサークル「アウトドアkids」

　水分れ公園にて

行政情報を

だれもが使えるよ

うにするオープン

ガバメント化を進

めてほしい。

ココ
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議
会
だ
よ
り
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た
ん
ば
り
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ぐ
」
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記
念
特
集
＊

議
会

で
やってほ

し
い

50
のこと

駅に降りた人が

すぐにわかる場所に

観光案内所の看板を

設置するなど、

観光に力を。

他地域の大きな

病院や大型店舗へも

直接行けるよう、デ

マンドバスを広範囲

で使えるようにして

ほしい。

美和地区から

黒井城への登山道

を整備し、九尺ふ

じ祭とセットで

観光地化を。

渕上敏彦さん

（市島地域）

議会の内容が

身近に感じられ、

理解しやすいよ

うな表現を。

秦 佳央里さん

（市島地域）

議
会

で
やってほ

し
い

50
のこと

健康長寿日本

一が目標ですが、

公共施設の有料化

では有言実行にな

らないと思

います。

藤本修作さん

（春日地域）

堂本勝敏さん（山南地域）

病院など大事業

と合わせ、各地の課題

にも目配りし、元気

な地域づくりを。

山中利樹さん

（青垣地域）
女性消防団員

を増やすため、団員

確保と入団促進に力

を貸してほしい。

より多くの人が

快適に利用できる

図書館になるよう

議論してほしい。

住みやすい

丹波市をめざし、

こども手当やこど

も医療の充実を。

井土哲也さん

（春日地域）

1 人 1 人が

話しやすいと

うれしいです。

それぞれの

課題にしっかり

対応していた

だきたい。

岸名美沙貴さん

（市島地域）

大槻襟加さん

（市島地域）

子育て、定住、新病院…。

住み続けたいまちだからこそ

みんないろいろ願っている。

見逃された

丹波の自然をビジ

ネスに！ 林業・農

業・酪農の発展と

整備の充実を！

足立貴久さん

（青垣地域）

身近に感じ、

いつでも話せる

議員さんであっ

てほしい。

平野照美さん

（山南地域）

若い移住者家族

が増えるよう取り組ん

でほしい。地域独自の

習慣を前もって伝える

などしてもらえると助

かりますね。

古谷暁子さん

（市島地域）

女性に比べ

元気のない男性が多

いように思う。青年

も大人も元気に

なれる施策を。

松浪秀人さん

（山南地域）

92 才、苦しい

こともありましたが

がんばってきました。

議員さんも精一杯、丹

波市のためにがんば

ってください。

垣内久子さん

（氷上地域）

行政も市民も

だれもが市の現状と

改善点に気づける

質疑を期待して　

います。

足立安弘さん

（青垣地域）

子どもの教育

に力を。特に通

学路の安全対策

に力を入れて

ほしい。

田中健次郎さん

（山南地域）

子育て中な

ので、子育て応援、

負担軽減に力を入

れてください。

村山沙智さん

（柏原地域）

病院・スーパ

ー・役所等を回るシャ

トルバスの早期実現。

高齢免許証返還者

は無料に。

内堀恭子さん

（柏原地域）

何か行動に移

すとき、心にビビッ

とくる思いを大切

にしてほしい。

足立詩名さん

（青垣地域）

松岡幸代さん

（春日地域）

まちの歴史や史

跡はまちの資源。その

資源を活かしたまち

づくりを市民

参画で！

村上正樹さん

（春日地域）

子どもから

お年寄りまで、だれ

もが身近に感じるこ

とができる議会で

あってほしい。

山本篤史さん

（市島地域）

市の基幹産業は

農業です。私も専業

農家ですので、農業

に力を入れてほしい。

上田吉美さん

（柏原地域）

菊澤貞之さん

（柏原地域）

足立沙耶さん（柏原地域）

丹波市は、将来消滅

する可能性のある 896

自治体に含まれています。

老人に手厚く、若者に厳

しい社会保障政策ではな

く基本的な対策を。

山本 一さん

（氷上地域）

みなさんの側に寄り添える
市議会でありたいから…。

みなさんの声をお聴きしました。

議
会に届いたみんなの想い。

三井和俊さん

（春日地域）

チェック機能

にとどまらず、政策

立案の強化に取り組

んでほしい。

市議会では、「市民目線で開かれた議会」をめざし、議会だ

よりの発行や議会報告会などの広報広聴活動を行っていま

す。今回は、市民のみなさんが議会に何を求めておられるの

かをお聴きし、紙面を通じて伝えたいと、「議会でやってほ

しい50のこと」と題してご意見をお聴きしました。
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高齢者が利用

できる、便利でお手

頃な交通手段につい

て議論してほしい。

議
会

で
やってほ

し
い

50
のこと

人口減少、高齢

化など、市の危機は

待ったなし。同様の

地域に学び、危機感

をもって議論を。

伊藤由起さん

（氷上地域）

特に若年層が

「丹波に生まれてよ

かった」と誇れる

まちになってほし

いです。

市民の代表

である自覚、目・

耳・足・口となり、

境のない地域

づくりを。

大越節美さん

（青垣地域）

市民の声を真剣

に聴こうとする議員

さんが増えたように

感じます。対話が

大事ですね。

川口雅子さん

（氷上地域）

夏は暑いので

教室にクーラーをつけて

ほしいです。でも、夏休

みが短くなるのは嫌なの

で、夏休みの日数は変え

ないでほしいです。

タブレットの方

が授業が早く進み復

習も素早くできるか

ら、授業をタブレッ

トで受けられると

いいです。

岡林和貴さん

（柏原中２年）

谷口天翔さん

（柏原中２年）

休日や夜間にも

議会を開いて若い人

たちにも傍聴しても

らい、これからの丹

波市を一緒に考え

てほしい。

中道千代子さん

（氷上地域）

「この街に

暮らせてよかっ

た」そんな街

づくりを。

寺内孝芳さん

（山南地域）
須原隆一さん

（市島地域）

農業につ

いてもっと議

論してほ

　　しい。

森田和志さん

（山南地域）

市の中心地

以外の活性化に

も取り組んで

ほしい。

藤井真理さん

（氷上地域）

大前泰子さん

（氷上地域）

梅田健太さん

（氷上地域）

行政に問題点

を指摘・質問するだけ

でなく、具体的解決策

を提言、実行して

いただきたい。

細見　豊さん

（氷上地域）

不登校・ひきこ

もりの子ども・若者

の支援を。当事者主

体の支援ネットワ

ークの充実を。

竹安　恵さん

（柏原地域）

「やっぱりここがいちばんほっとする場所だ

から—。」進学で丹波を離れた子どもたちが、

また戻ってこれるまちに。

若者のUIターン促進のために、

何ができるのか議論してほしい。

小学校が統合

して地域から失わ

れないよう、がん

ばってほしい。

渡辺美香さん

（春日地域 )

市議会の今の

状況がよくわから

ない。市民ファー

ストでやって

ほしい。
谷川哲也さん

（氷上地域）

市民が

地元を好きになる

きっかけづくりや、

魅力発信を望み

ます。 植地　惇さん

（青垣地域 )

病気の患者さん

や家族を支援する

会の活動を、後押

しするような施策

    に期待。

足立一雄さん

（青垣地域 )

まだ声になって

いない意見をすくい

あげる議会であ

ってほしい。

齋藤　文さん

（山南地域）　

新人議員のみなさ

んが得意分野を生か

し、先輩議員と連携し

ながら、人口減少の歯

止め策となる議員

提案を。

坂谷高義さん

（市島地域）

他県から転入

しました。住民の声

に耳を傾け、住民の

声が届く議会で

あってほしい。

地域で世代を越

えて、人と人が理解し

あえる住みよい環境づ

くりを少しずつ進め

てほしいですね。

前田朝美さん

（青垣地域）

「このまちに生まれてよかった」

  と誇れるまちに。
若者も大人も、そして未来を担う子どもたちも、

だれもが「丹波に生まれてよかった」「丹波に

来てよかった」と誇れるまちに。

若者の UI

ターン促進のため

に議員の方が何が

できるのか議論し

てほしい。

産み育てや

すいまちをめざ

し、みんなの声を

ひろいあげて

ほしい。

稲継嘉和さん

（山南地域）

　
50
号
を
振
り
返
っ
て

　

平
成
17
年
３
月
の
創
刊
号
か
ら
、
延

べ
42
人
の
編
集
委
員
が
検
討
を
重
ね
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら

そ
の
時
々
の
市
議
会
の
姿
を
伝
え
続

け
て
き
た
議
会
だ
よ
り
「
た
ん
ば
り
ん

ぐ
」
も
、
今
回
で
50
号
を
迎
え
ま
し
た
。

創
刊
当
時
、
私
も
編
集
委
員
の
一
人
と

し
て
編
集
作
業
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
よ
り
よ
い
議
会
だ
よ
り
に

向
け
て
委
員
同
士
で
議
論
を
重
ね
た

日
々
を
な
つ
か
し
く
思
い
ま
す
。

「
た
ん
ば
り
ん
ぐ
」
に
込
め
た
想
い

　

創
刊
当
時
か
ら
の
愛
称
『
た
ん
ば
り

ん
ぐ
』
に
は
、
合
併
し
た
６
つ
の
地
域

が
輪
（
和
）
に
な
り
、
楽
器
の
タ
ン
バ

リ
ン
の
よ
う
に
に
ぎ
や
か
に
議
論
し
、

創刊号では、市議会議員とし

ての第 1 歩を踏み出した 30

名の議員を紹介。また、12 月

16 日から 50 日間の会期で行

われた初議会では、237 件の

条例制定をはじめ災害復旧に

19 億円の予算が計上されるな

ど、333 件の議案がすべて原

案通り可決されています。

創刊号をひらいてみると…

創刊号はこちらから

ご覧いただけます。
新
し
い
丹
波
市
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏

で
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
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で
は
50
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の
方
の
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お
聴

き
し
掲
載
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ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

紙
面
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
声
を
お

伝
え
し
、
市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
「
た

ん
ば
り
ん
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」
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

議
長　

太
田
喜
一
郎

新生丹波市に寄せる熱い思いが

それぞれの抱負に表れています。

50号を記念して、「議会でやってほしい50のこ

と」と題しみなさんの声をお聴きしました。取

材を通じ、市民のみなさんに「一歩」近づくこ

とができたような気がします。これからも、対

話を通じて少しでも議会を身近に感じていただ

くとともに、ご意見を市政に反映できるよう努

めていきますので、ご協力をお願いします。

おか
げさまで 50号
Special Thanks!

前向きな

市民の要望を収

集し、検討し、

それを議会で提

案してほしい。

大槻俊彦さん

（市島地域）

議
会に届いたみんなの想い。

西脇和樹さん

（山南地域）
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決議文は市議

会ホームページ

をご覧ください。

その他の議案については、　９ページの審議結果をご覧ください。

論点！
ココがギロンの

いよいよ建設に向けて動き出した

地域医療の総合施設

カイ

　　　セツ　　

看護専門学校と寄宿舎などの整備について、

議会への十分な報告がないまま 3 月に覚書

が交わされ、県からの支援額の上限が決められて

いました。議会としては、見積価格（設計単価）

を引き上げるなら支援額の上限も引き上げるよう

申し入れを行い、県からも上限を引き上げる考え

が示されました。

市立看護専門学校の建設にか
かる市の負担は増えるの？

土地の購入はまだ？

答
土地の購入費として、今回の定例会で、平

成 30 年度を期限とした債務負担行為※ 3 の

補正予算が計上されました。

一般会計：2 億 6 千万円

看護専門学校特別会計：1 億円

なぜ入札不調が
相次いでいるの？

6月14日に議員総会を開き、県病院局職員を

交えて議論しました。県担当者は、入札不

調が２回続いた設備工事についての質疑で、「見

込み（予定価格の積算）が甘かったと言われれば

その通りだ」と認めました。議会としては、見込

みの甘さが丹波市の負担増につながることがない

よう指摘しました。

答

２

１
協定では、市立看護専門学
校にかかる市の実質負担額
は「ゼロ」だったのでは？

５年前、看護専門学校が県から市に移管され

るときに取り交わされた協定に、市の実質負

担額はないという記述がありました。これに対する

県の見解は、県が標準的施設と判断する分について

は市の実質的負担はゼロ、県が標準的施設と考えな

いが市が必要と考えるものについては、市の負担と

なるというものでした。たとえば、ランチルームな

どは市の負担にあたるとのことでした。

答

３

答

※ 1「入札不調」：入札を行った業者すべてが予定価格を超えていた場合や、すべての業者が辞退した

場合など、落札業者が決まらないこと。

※ 2「附帯決議」：議決の際に付け加えられる議会からの要望や意見で、政治的に尊重されるべきもの。

～入札不調に至った経緯や市の負担額の増加などをチェック～

※ 3 債務負担行為：複数年契約の際の、次年度以降の支出予定額をあらかじめ計上して

おくもの。たとえば、３年にわたる大規模工事など次年度以降も確実に支払いが見込ま

れる場合に、「債務負担」としてその事業に必要な予算を計上します。

実習準備室の一部・標本室・ランチルーム・会議室の

一部・その他共用部分の一部などです。また、校舎棟

や体育館兼講堂の設備・備品費も一部対象外となりま

す（ただし、運営支援の対象となるよう調整中）。

県の財政支援の対象にならなかったもの

６
月定例会

４

　

県
立
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー(

仮
称)

を
核

と
し
、
丹
波
市
地
域
医
療
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー(

仮
称)

、
市
立
看
護
専
門
学
校
を
加

え
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
施
設
群
」
が
、
い
よ

い
よ
建
設
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

丹
波
市
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
・

教
育
機
能
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
入

札
不
調
な
ど
の
報
道
で
心
配
さ
れ
て
い
る

市
民
の
方
も
多
く
あ
り
ま
す
。
市
議
会
で
は
、

み
な
さ
ん
の
声
を
代
弁
し
、
不
調
に
至
っ
た

経
緯
や
市
の
負
担
額
の
変
化
な
ど
に
つ
い

て
、
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
や
県
へ
の
聞
き
取
り
（
質
疑
）

で
分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

1 県立丹波医療センター（仮称）

2 市立看護専門学校

3 丹波市地域医療総合支援センター（仮称）　

4 講堂兼体育館

※1

カイ

　　　セツ　　

平成 31 年度上期の

開院（開設）をめざ

して進んでいます。

　

今
回
、
丹
波
市
地
域
医
療
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
と

市
立
看
護
専
門
学
校
建
設
工
事

に
関
す
る
変
更
協
定
の
締
結
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
（
９
ペ
ー

ジ
参
照
）。

　

協
定
額
の
変
更
は
、
市
に
大

幅
な
負
担
増
を
求
め
る
も
の
で

納
得
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

市
民
の
健
康
を
守
る
セ
ン
タ
ー

等
整
備
の
実
現
は
市
民
の
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
希
望
で

も
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
踏
ま
え
、
こ
れ
以
上
の

財
政
負
担
額
の
増
加
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
や
、
重

要
な
変
更
等
が
行
わ
れ
る
場
合

に
は
遅
れ
る
こ
と
な
く
報
告
等

を
行
う
こ
と
な
ど
を
、
附
帯
決

議
と
し
て
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
こ
の
決
議
に
よ
り
、

今
後
の
行
程
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

附帯決議を可決しました
※２

１
２

３

４
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今回も
じっくり審議

しました

■全員賛成で可決した議案

　　補正予算 

一般会計補正予算（第１号）…
農の学校開校準備委託料 1,100 万円ほか

地方卸売市場特別会計補正予算（第１号）

一般会計補正予算（第２号）…地域医療総合
支援センター（仮称）土地購入費として 2 憶
6,000 万円の債務負担行為を計上するもの
➡ P7

看護専門学校特別会計補正予算（第１号）…
土地購入費として 1 億円の債務負担行為を計
上するもの➡ P7

　　契約の締結※　　

消防団ポンプ自動車購入契約…柏原第 1 分団
第 3 部と春日第 1 分団第 1 部に消防自動車各
1 台を購入（契約）するもの。㈲西垣消防器
具製作所　3,873 万円

消防ポンプ自動車購入契約…㈲西垣消防器具
製作所　3,705 万円

一般廃棄物処理施設解体工事請負契約…市島
クリーンセンターの解体・撤去工事を行うも
の。契約相手先：村本・森田特定建設工事共
同企業体　契約金額：1 億 8,209 万円

　　協定の変更　　　

市地域医療総合支援センター（仮称）及び市
立看護専門学校建設工事に関する変更協定…
入札不調による設計変更及び看護専門学校に
かかる事業費を増額するために協定事業費を
増額するもの（2 億 6,400 万円増）

議
案
の

審
議
結
果

■賛否が分かれた議案と審議結果 

件　　　名 結　果
賛　

成

反　

対

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

山
名
隆
衛

小
橋
昭
彦

渡
辺
秀
幸

大
嶋
恵
子

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

小
川
庄
策

広
田
ま
ゆ
み

林　

時
彦

奥
村
正
行

前
川
豊
市

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

垣
内
廣
明

太
田
喜
一
郎

条例の
改　正

印鑑条例…マイナンバーカードを利用してコンビニ
エンスストアで印鑑登録証明書を交付するにあた
り、多機能端末機での申請について追加するもの。

原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

請願

実質的「共謀罪」
で あ る「 テ ロ 等
準備罪」法案に
関する請願

１．「テロ等準備罪法」
の創設を行わないこと

不採択 2 17 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ‐

２．十分議論を尽くして「テロ等準
備罪」法案の慎重審議を行うこと

採　択 16 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ‐

農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる
請願

不採択 2 17 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ‐

意見書
「テロ等準備罪」の新設について慎重審議を
求める意見書➡ P8

採　択 16 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ‐

※○は賛成、●は反対、棄は棄権、　　は賛成・反対討論を行った議員。委員会と賛否が異なる場合は委員会採決も掲載しています。

※議長は議事進行を行うため特別多数議決　　を除き採決には加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡
充に関する請願➡ P8 参照

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡
充に関する意見書➡ P8

　　条例の改正

国民健康保険税条例

職員の分限及び懲戒に関する手続及び効果に
関する条例…他市の状況を考慮して失職特例
を認めるもの

職員の育児休業等に関する条例…国の改正に
伴い、育休期間の延長等ができる特別な事情
に保育所等への入所待ちが追加されるもの。

市立住民センター条例…氷上住民センター陶
芸館の使用料区分に冷暖房の使用が加えられ
るもの。

預かり保育の実施に関する条例…認定こども
園の整備工事に伴い、預かり保育の実施場所
を市立南幼稚園から沼貫交流館に変更するも
の。

福祉医療費助成条例

特

協定

契約

予算 条例

　　　　その他

旧慣による市有財産の使用廃止（日比宇自治会）

旧慣による市有財産の使用廃止（鴨内自治会）

市有財産の無償譲渡（日比宇自治会）

市有財産の無償譲渡（鴨内自治会）

市営住宅八日市団地の廃止…丹波市豪雨災害に
よる壊滅的な被害で修復が困難となったため廃
止されるもの。　　※特別多数議決

その他

意見書

採択

請
願

教職員定数改善と義務教育費国庫
負担制度の拡充に関する請願

請願者：兵教組氷上教職員組合　

執行委員長　増田　博氏

紹介議員：大西ひろ美議員

［意見書の要旨］

子どもたちの教育環境改善のために、計画的な教職

員定数改善を推進すること。具体的な学級規模は、

30 人以下学級とすること。教育予算の充実のため

地方交付税を含む国の予算を拡充すること。

提出先：内閣総理大臣、財務大臣、

文部科学大臣、総務大臣

『丹波市から「犬・猫の殺処分ゼロ」を
目指すため猫の不妊手術に対しての助成
金の制度創設等を求める請願』

５月 18 日付で受理 / 請願者：丹波市か
ら「犬・猫の殺処分ゼロ」を目指す会
OneforMee ＠丹波代表　足立真紀さん
この請願は、付託※先の民生常任委員会
において継続審査します。

議会をもっと身近に！
本会議や委員会

の開催日、ネット中

継、過去の会議録な

ど、ホームページ

で Check しよう！

丹波市議会 検索

会議録が検索できる

市議会のホームページか

ら会議録検索システムに

入って、過去の会議録を

見ることができます。

ネット中継でわかる

本会議及び委員会の様子

をライブ配信（本会議は

録画配信も）しています。

パソコンやスマートフォ

ン、タブレットでご覧に

なれます。

議会に参加できる

議会に対して要望や陳情・

請願などを提出すること

ができます。議会で可決

されれば、国などに対し

議長名で意見書を提出す

ることもできます。

　　　議員提案

議案第 54 号　丹波市地域医療総合支援セン
ター（仮称）及び市立看護専門学校建設工事に
関する変更協定の締結に対する附帯決議→ P ７

請願

提出いただいた請願は、定例会で慎重に審議（査）し、
採択されれば市議会から国等へ意見書を提出します。

決議

請願・陳情の出し方 意見書・決議

＊みなさんの声を届けます＊

実質的「共謀罪」である「テロ
等準備罪」法案に関する請願

※付託を受けた総務常任委員会では、

国会での審議の状況を見極め、審議日

程を早めて６月 6 日に請願審査を実施、

12 日の本会議で審査報告・一部採択さ

れ、同日意見書を可決して参議院議長などへ提出しました。

　　※請願のうち「テロ等準備罪の創設を行わないこと」に

　　ついては不採択としました。→ P9 参照　　

請願者：基本的人権の尊重される社会に

暮らしたい住民の会代表　藤尾周作氏

紹介議員：西本嘉宏議員

［意見書の要旨］

「テロ等準備罪」の新設は、未遂に至らない段階の行為

についても処罰対象となることから、捜査機関による

監視等の範囲拡大につながることも懸念され、言論・

表現の自由やプライバシーの侵害など、基本的人権ま

でもが脅かされる恐れがある。国民の基本的人権を守

り、憲法が保障する思想・信条・表現の自由を十分鑑

みて、「テロ等準備罪」の新設について慎重に審議を行

うこと。

提出先：内閣総理大臣、法務大臣、参議院議長

一部採択
請　願

継続

審査

消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す
る条例制定に係る専決処分

税条例の一部を改正する条例制定に係る専決
処分

付託：さらに詳しく調査・検討するため、委員会に審査を依頼すること。

　　　議員提案

議会改革特別委員会の設置➡ P19

承認

発議

全
国
市
議
会
議
長
会

議
長
・
議
員
表
彰

　

５
月
24
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
全
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

長
き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い

る
議
員
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

受
賞
議
員　

　

奥
村
正
行
議
員
（
議
長
４
年
）

　

坂
谷
高
義
氏

　

（
12
年
・
前
市
議
会
議
員
）

感
謝
状　

　

奥
村
正
行
前
議
長
（
全
国
市
議

　

会
議
長
会
社
会
文
教
委
員
会
委
員
）

　

太
田
喜
一
郎
議
長
（
同
）

　　そもそも「議案」ってなに？

「議案」は、議会の意思決定（議決）を必要とする市の重要

な案件のことをいいます。市の基本構想や条例、予算や決

算など、市から提出された議案はすべて議会でチェックし

て議決します。年４回の定例会には、子育てや介護、教育、

防災など、みなさんに身近な問題が議案として議会にたく

さん提出されます。

　　　特別多数議決：基本的には出 席議員の過
　　　半数の賛成により議決するが、市役所の
位置を定める条例や議員の資格の決定、 除名、
長の不信任議決など、さらに多くの賛成が必要
な場合 の議決をいう。 

カイ

　　　セツ　　

カイ

　　　セツ　　

　　　契約の締結：予定価格が 2,000 万円以
　　　上の財産の売買（契約）、1 億 5,000 万
円以上の工事または製造の請負については、議
会の議決が必要。ただし、土地は 5,000 ㎡以
上に限る。

カイ

　　　セツ　　

請　願

意見書提出

意見書提出
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な
ら
な
い
の
で
、
後
退

し
ま
し
た
け
ど
し
ょ
う

が
な
い
ん
で
す
」
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
協
定

書
を
破
る
よ
う
な
協
議

で
、
市
の
負
担
額
が
出

る
こ
と
を
是
と
し
て
覚

書
の
締
結
を
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

医
師
会
、
県
立
柏

原
病
院
、
柏
原
赤

十
字
病
院
な
ど
と
折
衝

し
た
結
果
、
こ
の
必
要

性
を
是
と
し
て
決
め
た

の
で
す
。

ココが聞きたい！一般質問
一般質問は、議員個人が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直

接求めることができる唯一の機会です。今回は、16人が、私たちの生活にかか

わることについて質問や提言をしました。

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

掲載しきれなかった質

問項目は、市議会のホー

ムページに掲載してい

ます。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

今回は
16 人の議員が

一般質問を
しました！

すべての質問項目は
市議会ホームページ
をご覧ください。

 　　　

   　
山
名　

隆
衛  

議
員

　
　
　
　
　
　

前
川　

豊
市  

議
員

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

看
護
専
門
学
校
整

備
に
関
す
る
協
定

書
で
は
、
市
の
実
質
負

担
額
は
ゼ
ロ
と
す
る
と

明
記
し
て
あ
る
。
今
回
、

約
1
億
5
千
万
円
の
負

担
を
認
め
た
覚
書
は
、

協
定
書
か
ら
後
退
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
と
し
て
は
、
県

の
財
政
当
局
の
意

向
に
従
う
と
い
う
か
、

沿
っ
て
い
く
必
要
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
病
院

統
合
で
は
、
知
事
に
英

断
を
い
た
だ
い
た
。
今

回
の
建
設
が
終
わ
っ
て

も
、
市
と
県
と
は
共
に

手
に
手
を
取
っ
て
病
院

事
業
を
軌
道
に
乗
せ
て

い
き
た
い
と
思
う
気
持

ち
の
一
環
と
し
て
、
ご

理
解
願
い
ま
す
。

要
す
る
に
「
こ
れ

か
ら
も
支
援
を

仰
い
で
い
か
な
け
れ
ば

恐
竜
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
こ

れ
か
ら
の
考
え
方
は
。

５
月
23
日
、
北
海

道
む
か
わ
町
、
熊

本
県
御
船
町
、
篠
山
市
、

丹
波
市
の
4
市
町
で
覚

書
を
締
結
し
、
11
月
26

日
の
恐
竜
フ
ェ
ス
タ
で

協
定
書
を
取
り
交
わ
す

予
定
で
す
。
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
化
石

を
見
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
、
丹
波
市
の
全

国
フ
ァ
ン
を
増
や
す
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

国
道
４
２
９
号
榎

峠
ト
ン
ネ
ル
化
と

国
道
１
７
５
号
早
期
改

修
に
つ
い
て
。

４
２
９
号
は
、
県

の
事
業
進
捗
に
合

わ
せ
市
道
小
和
田
平
野

線
の
道
路
整
備
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
１
７
５

号
は
こ
の
道
路
整
備
に

よ
り
、
地
域
間
に
さ
ら

な
る
「
心
の
交
流
」
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

協
定
書
通
り
の
事
業
執
行
を
求
め
ま
す

答 

県
の
財
政
当
局
の
意
向
に
沿
う
必
要

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

恐
竜
と
道
路
で
「
心
の
交
流
」
増
を

答 

自
治
体
連
携
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
や

高
規
格
幹
線
道
路
で
交
流
増
を
願
い
ま
す

水
分
れ
資
料
館
・

公
園
は
、
周
辺
を

含
め
た
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

資
料
館
に
つ
い
て

は
、
建
設
当
初
の

地
勢
や
歴
史
を
中
心
と

す
る
テ
ー
マ
を
尊
重
し

つ
つ
、
新
た
に
「
氷
上

回
廊
と
生
物
多
様
性
」

か
ら
「
地
球
温
暖
化
等

の
環
境
問
題
」
な
ど
に

言
及
す
る
テ
ー
マ
性
と

求
心
性
を
兼
ね
備
え
た

学
術
文
化
施
設
、
環
境

保
全
普
及
施
設
と
し
て

整
備
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

訪
問
者
が
多
い
公

園
奥
の
ヒ
カ
ゲ
ツ

ツ
ジ
な
ど
の
自
然
も
含

め
、
公
園
周
辺
整
備
が

必
要
で
は
。

水
分
れ
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
施
設

と
い
う
視
点
で
な
く
、

向
山
と
高
谷
川
の
流
れ

を
含
め
た
水
分
れ
ゾ
ー

ン
と
い
う
面
の
視
点
を

持
ち
、
豊
か
な
自
然
景

観
を
提
供
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
基

本
方
針
を
取
り
ま
と
め
、

議
会
に
報
告
し
ま
す
。

水
分
れ
交
差
点
か

ら
公
園
ま
で
の
市

道
を
分
水
界
が
分
か
る

よ
う
色
分
け
で
き
な
い

か
。

担
当
部
と
調
整
・

検
討
し
ま
す
。

谷
中
分
水
界
日
本
一
「
水
分
れ
」
の
整
備
は

答 

テ
ー
マ
性
と
求
心
性
を
兼
ね
備
え
た

学
術
文
化
・
環
境
保
全
普
及
施
設
に

女
子
硬
式
野
球
を

全
国
へ
の
発
信
事

業
と
し
て
整
備
・
組
織

し
ま
せ
ん
か
。

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
ス
ポ
ー
ツ
の

活
性
化
に
よ
り
、
健
康

で
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢

献
い
た
だ
い
て
お
り
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
へ
の
経
費

と
人
的
支
援
を
可
能
な

限
り
行
い
ま
す
。
春
日

ス
タ
ジ
ア
ム
の
使
用
料

は
、
実
質
的
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
さ
ら
に
検

討
し
ま
す
。
全
国
放
送

は
、
現
段
階
で
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
で
す
が
、

今
後
と
も
私
自
身
が
出

向
い
て
努
力
し
ま
す
。

「
森
の
ム
ッ
レ
教

室
」
を
市
内
の
こ

ど
も
園
に
広
め
、
未
来

の
地
球
を
守
る
子
ど
も

た
ち
を
育
て
ま
せ
ん
か
。

市
内
の
認
定
こ
ど

も
園
で
は
、「
森

の
ム
ッ
レ
教
室
」
の
他
、

自
然
探
索
や
農
園
を
活

用
し
た
野
菜
の
栽
培
、

収
穫
、
調
理
、
地
域
と

連
携
し
た
米
作
り
な
ど
、

身
近
な
環
境
に
親
し
み
、

自
然
と
ふ
れ
あ
う
中
で

畏
敬
の
念
や
生
命
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
を
育

む
教
育
・
保
育
を
実
践

し
て
い
ま
す
。今
後
益
々

充
実
し
て
い
き
ま
す
。

女
子
野
球
と
環
境
教
育
を
全
国
発
信

答 

女
子
硬
式
野
球
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
Ｐ
Ｒ
。
環
境
教
育
は
益
々
充
実
。

二
病
院
の
跡
地
利
用
が
重
要
だ

答 

跡
地
利
用
は
議
会
や
市
民
の
声
を

聴
き
、
県
に
提
案
し
た
い

答 問

日
赤
病
院
の
敷
地

の
約
６
割
は
旧
柏

原
町
の
土
地
で
す
。
こ

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

前
・
辻
市
長
は
「
地
元

の
思
い
も
十
分
聞
き
な

が
ら
幅
広
く
検
討
し
て

い
く
」
と
答
弁
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
谷
口
市
長

は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

旧
柏
原
町
が
提
供

し
た
土
地
と
日
赤

の
土
地
が
あ
る
た
め
、

建
物
の
解
体
撤
去
や
日

赤
の
土
地
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
赤
跡
地
は
柏
原
駅

前
の
一
等
地
で
あ
り
、

じ
っ
く
り
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
立
柏
原
病
院
の

土
地
は
、
現
在
県

有
地
で
す
が
、
当
初
は

県
立
結
核
療
養
所
で
旧

氷
上
郡
25
町
村
が
提
供

し
た
土
地
で
す
。
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
丹

波
市
と
し
て
意
見
を
述

べ
て
い
く
べ
き
で
は
。

県
の
所
有
で
あ
る

こ
と
か
ら
基
本
的

に
は
県
の
意
向
が
優
先

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

市
と
し
て
も
活
用
策
が

あ
れ
ば
提
案
し
て
い
き

ま
す
。
２
病
院
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
市

議
会
や
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
、
ご
提
案
も
伺

い
な
が
ら
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

答

問

答 問問

答 問

答

問

答 問

答

問

答 問

答 問

 

林　

時
彦 

議
員

答

県立病院の跡地利用にこんな声も

　
　
　
　
　

奥
村　

正
行  

議
員

答

問

新病院にかかる基本設計概要イメージパース

太
田　

一
誠  

議
員

自然豊かな場所に建つ水分れ資料館

恐
竜
を
活
用
し
た
自
治

体
連
携
の
覚
書
と
国
道

４
２
９
の
日

   

議
会
で
や
っ
て
ほ

   

し
い
50
の
こ
と

   

議
会
で
や
っ
て
ほ

   

し
い
50
の
こ
と

６
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

審   

議   

結   

果

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

視

察

報

告

政

務

活

動

費

議
会
報
告
会

お   

知  

ら   

せ
＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。 1011
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近
藤　

憲
生  

議
員

 

藤
原　

悟  

議
員

■一般質問 　
 

広
田
ま
ゆ
み 

議
員

 

小
橋　

昭
彦  

議
員

者
が
観
光
地
等
を
周
遊

し
た
り
、
各
イ
ベ
ン
ト
・

観
光
地
の
情
報
を
共
有

す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
。

市
内
の
観
光
地
や

イ
ベ
ン
ト
を
め
ぐ

り
、
食
の
魅
力
等
を
十

分
に
満
喫
し
て
い
た
だ

く
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

観
光
協
会
や
関
係
機
関

と
協
議
し
、
丹
波
市
の

魅
力
的
な
情
報
の
共
有
・

発
信
、
誘
導
、
連
携
す

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
複

線
化
に
向
け
た
利

用
増
進
等
の
今
後
の
取

組
み
と
、
谷
川
駅
を
は

じ
め
駅
舎
の
利
活
用
の

考
え
は
。

福
知
山
線
の
全
線

複
線
化
を
め
ざ
し

て
の
利
用
増
進
事
業
の

継
続
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
・

国
土
交
通
省
等
へ
の
要

望
活
動
に
お
い
て
は
、

丹
波
大
山
駅
か
ら
福
知

山
駅
間
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ａ
の
利
用
環
境
の
整
備

に
重
点
を
置
い
て
押
し

進
め
て
い
き
ま
す
。
駅

舎
の
利
活
用
は
、
観
光

を
活
か
し
た
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
の
情
報

発
信
基
地
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
等
、
有
効

な
方
策
を
Ｊ
Ｒ
に
提
案

し
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
参
加
者
や
来
丹

各
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
丹
波
市
出

身
の
方
や
丹
波
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
著
名
人
に

ふ
る
さ
と
観
光
大
使
を

要
請
し
、
全
国
に
丹
波

市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

い
て
は
ど
う
で
す
か
。

現
在
は
「
丹
波
竜

の
ち
ー
た
ん
」
に

よ
り
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

丹
波
市
フ
ァ
ン
・
仕
組

み
づ
く
り
の
た
め
、「
丹

波
ゆ
め
大
使
」
等
の
名

称
を
つ
け
情
報
発
信
や

Ｐ
Ｒ
の
協
力
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
の
上
下
線
か
ら

直
接
進
入
で
き
る
駐
車

市
民
活
動
の
見
え

る
化
を
図
る
た

め
、「
市
民
の
１
０
０

日
祭
」
と
し
て
活
動
を

と
り
ま
と
め
た
り
公
募

し
た
り
し
て
は
。

平
成
31
年
の
市
民

プ
ラ
ザ
開
設
に
向

け
て
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
を
検
討
す
る
な

か
で
、
本
年
度
は
市
民

活
動
団
体
の
調
査
を
行

い
ま
す
。
提
案
の
手
法

を
参
考
に
し
、
よ
り
積

極
的
に
市
民
の
活
動
を

集
約
で
き
る
方
法
を
検

討
し
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
め
ざ
す

ま
ち
の
姿
は
。
ま
た
、

手
法
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

で
す
か
。

全
国
に
公
募
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
は
希
少
な
取
り

組
み
と
考
え
ま
す
。
め

ざ
す
方
向
と
し
て
は
、

人
的
支
援
の
輪
が
広
が

る
関
係
の
豊
か
さ
に
満

ち
た
交
流
社
会
と
し

て
、
丹
波
市
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。
市
民
一
人

ひ
と
り
が
個
性
と
持
て

る
力
を
発
揮
し
活
躍
で

き
る
ま
ち
、
多
様
性
・

寛
容
性
に
満
ち
、
若
者

た
ち
な
ど
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
ま
ち
と
し
て

認
知
さ
れ
て
い
く
よ
う

に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
観
光
大
使
に
よ
る
全
国
Ｐ
Ｒ
を

答 

丹
波
ゆ
め
大
使
等
の
名
称
を
つ
け
魅

力
発
信
や
Ｐ
Ｒ
の
協
力
を
求
め
ま
す

市
民
活
動
の
見
え
る
化
を

答 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
検
討
に

あ
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
す

多
く
の
市
民
活
動
団
体
が
出

展
し
、
１
日
だ
け
開
催
さ
れ

る
市
民
活
動
ま
つ
り
（
篠
山

市
）
。

訪
問
看
護
師
・
訪

問
介
護
員
が
利
用

者
等
か
ら
の
暴
力
等
で

2
人
以
上
の
訪
問
が
必

要
な
時
、
加
算
相
当
額

一
部
を
補
助
す
る
県
の

取
組
み
に
市
は
ど
う
対

応
す
る
考
え
で
す
か
。

要
介
護
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
安
心

し
て
在
宅
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
充
実
さ
せ
る
必

要
性
が
増
す
中
、
介
護

基
盤
の
充
実
強
化
及
び

福
祉
人
材
の
確
保
や
、

離
職
防
止
の
観
点
か
ら

も
、
実
態
に
即
し
て
実

施
の
方
向
で
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。          

市
島
地
域
の
「
高

谷
山
」
を
整
備
し

て
更
な
る
観
光
地
に
出

来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
谷
山
頂
は
樹
木

の
剪
定
や
芝
生
の

刈
り
込
み
、
草
刈
り
な

ど
地
元
の
団
体
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
様
に
お

越
し
頂
く
に
は
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
案

内
看
板
の
設
置
等
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
地
元

地
域
、
関
係
団
体
な
ど
、

多
く
の
方
の
参
画
や
協

働
に
よ
り
、
使
い
や
す

い
施
設
に
発
展
さ
せ
て

い
く
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

訪
問
看
護
師
等
の
安
全
確
保
対
策
を

答 

実
態
に
即
し
て
、
実
施
の
方
向
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

丹
波
市
の
ゴ
ミ
袋

（
大
）
の
代
金
は
、

80
円
と
県
下
で
一
番
高

く
、
近
隣
自
治
体
は
40

円
前
後
と
な
っ
て
い
ま

す
。
半
額
の
40
円
に
す

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

ゴ
ミ
袋
が
高
い
こ

と
で
市
民
の
努
力

も
あ
り
、
ゴ
ミ
排
出
量

を
低
く
抑
え
て
お
り
、

環
境
負
荷
を
軽
減
す
る

こ
と
へ
の
意
識
が
高
い

市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
費
等
も
あ
り
、
見
直

し
は
困
難
で
す
。

要
保
護
・
準
用
保

護
家
庭
へ
の
入
学

準
備
金
を
入
学
前
に
支

給
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。実

施
時
期
は
明
言

で
き
ま
せ
ん
が
、

入
学
前
支
給
の
方
向
で

検
討
し
ま
す
。　

原
発
再
稼
働
に
市

は
反
対
す
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。
原
子

力
災
害
対
策
委
員
会
の

立
ち
上
げ
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

国
の
安
全
基
準
を

満
た
し
て
再
稼
働

し
て
い
る
の
で
、
反
対

の
意
見
表
明
を
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原

子
力
災
害
対
策
委
員
会

の
立
ち
上
げ
は
、
庁
舎

内
で
相
談
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

答 

病
院
跡
地
等
の
利
用
計
画
が
具
体
化
し

駅
整
備
が
必
要
に
な
れ
ば
検
討
し
ま
す

県
下
一
高
い
ゴ
ミ
袋
代
金
を
半
額
に

答 

見
直
し
は
困
難
で
す
。

春
日
井
市
の
よ
う

に
妊
娠
中
ま
た
は

1
歳
児
未
満
の
乳
児
を

持
つ
母
親
を
対
象
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

丹
波
市
の
妊
産
婦

ケ
ア
は
、
妊
娠
届

時
の
面
接
、
妊
婦
家
庭

へ
の
訪
問
、
新
生
児
期

の
産
後
の
家
庭
訪
問
や

保
健
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。保
護
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
保
健
指

導
体
制
に
拡
充
し
て
い

き
ま
す
。

市
立
看
護
専
門
学

校
の
食
堂
は
県
の

支
援
対
象
外
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
食
堂
に
つ

い
て
の
考
え
方
と
形
態

を
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

食
堂
は
、
各
自
で

用
意
し
た
弁
当
等

を
食
べ
る
場
所
と
し
ま

す
。
授
業
と
食
事
・
休

妊
産
婦
の
為
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
！

答 

妊
産
婦
の
家
庭
訪
問
や
保
健
指
導
を
し

て
い
る
の
で
、
提
案
は
今
後
検
討
し
ま
す

■一般質問

高谷山頂からの風景

答 問答 問

答 問

答 問問

答 問

答 問

答 問

答

問

答 問

答 問

市立看護専門学校

問答

 

須
原　

弥
生  

議
員

答 問

ＪＲ駅舎の利活用で地域の活性化も
（ＪＲ谷川駅）

県下一高い
丹波市の
ゴミ袋

 

西
脇　

秀
隆  

議
員

答 問

憩
等
の
場
所
を
明
確
に

区
分
す
る
こ
と
で
学
生

へ
の
教
育
効
果
を
高
め
、

教
室
内
の
教
育
環
境
の

維
持
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債

は
赤
字
地
方
債
で

す
が
、
元
利
償
還
分
は

将
来
に
わ
た
り
国
が
保

障
し
て
く
れ
る
こ
と
に

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

将
来
に
わ
た
り
措

置
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

答

場
を
、
春
日
イ
ン
タ
ー

付
近
に
設
置
し
、
道
の

駅
利
用
者
の
増
加
を
。

西
日
本
高
速
道
路

（
株
）
に
よ
る
と
、

現
在
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
構
造
か
ら
見
る

と
立
体
交
差
化
が
必
要

で
あ
り
、
多
額
の
費
用

が
必
要
で
あ
る
と
の
こ

と
か
ら
施
工
は
さ
れ
な

い
と
の
こ
と
。
市
の
全

額
負
担
で
は
現
実
的
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
国
土
交
通
省
が

行
っ
て
い
る
高
速
道
路

か
ら
の
一
時
退
出
を
可

能
と
す
る
社
会
実
験
の

結
果
を
注
視
し
て
ま
い

り
ま
す
。

観光大使として PR

の一翼を担っている

「丹波竜のちーたん」

   

議
会
で
や
っ
て
ほ

   

し
い
50
の
こ
と

   

議
会
で
や
っ
て
ほ

   

し
い
50
の
こ
と

６
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

審   

議   

結   

果

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

視

察

報

告

政

務

活

動

費

議
会
報
告
会

お   

知  

ら   

せ
1213



 

西
本　

嘉
宏  

議
員

丹
波
市
フ
ァ
ン
拡

大
の
た
め
に
も
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
有
効
な
自
主
財

源
の
発
掘
と
考
え
ま
す
。

取
組
み
は
ど
う
お
考
え

で
す
か
。

資
金
調
達
に
加
え

て
、
広
く
丹
波
市

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
手

段
と
考
え
、
先
進
的
な

自
治
体
の
取
組
状
況
を

調
査
し
ま
す
。
丹
波
市

に
共
感
・
応
援
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
い
た

方
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
仕
組
み
と
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
組
み
合
わ
せ
た

「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
の

活
用
な
ど
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

民
間
意
識
を
持
ち

つ
つ
、
自
主
財
源

も
活
用
し
た
青
垣
地
域

の
廃
校
舎
利
用
の
取
組

も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

丹
波
市
創
生
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
全
国
公
募
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
や

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
で
、
議
員
提
案

の
取
組
み
の
よ
う
な
独

創
的
で
有
効
な
提
案
が

民
間
事
業
者
か
ら
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
乗
継
整
備
と
活
用
は

答 

乗
継
事
例
な
ど
の
周
知
を
含
め
た
宣
伝

啓
発
活
動
を
検
討
し
て
い
き
ま
す

デ
マ
ン
ド
・
タ
ク

シ
ー
の
旧
町
域
へ
の

運
行
見
直
し
状
況
は
ど
う

か
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

公
共
交
通
体
系
の
再
編
を

め
ざ
す
べ
き
。

乗
継
ぎ
を
基
本
と

し
た
運
行
形
態
を

考
え
て
い
ま
す
。
協
議
調

整
が
で
き
れ
ば
早
期
に

実
施
し
ま
す
。
持
続
可
能

な
公
共
交
通
体
系
は
、
必

要
な
改
善
を
進
め
ま
す
。

県
下
２
番
目
に
高

い
上
下
水
道
料
金

の
引
下
げ
は
シ
テ
イ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
な
要

素
で
す
。
一
般
会
計
の
繰

出
し
も
含
め
た
対
応
を
。

上
水
道
は
今
後
料

金
の
検
討
を
行
い

ま
す
が
、
今
す
ぐ
値
上

げ
す
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
下
水
道
は
、

料
金
総
収
入
は
減
ら
さ

ず
、
小
口
使
用
者
等
へ

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る

「
デ
マ
ン
ド
（
予
約
）
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
」

町
域
を
超
え
た
デ
マ
ン
ド
の
運
行
を

答 

町
境
の
商
店
等
に
乗
継
ポ
イ
ン
ト
を

設
け
、
運
賃
の
軽
減
も
検
討
し
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
と
し
て
、
少

な
い
予
算
で
実
現
可
能

な
自
転
車
走
行
指
導
帯

を
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

観
光
と
し
て
の
サ

イ
ク
ル
ロ
ー
ド
の

整
備
と
し
て
、
こ
れ
を
進

め
る
こ
と
で
、
市
内
の
観

光
地
を
周
遊
す
る
こ
と

が
で
き
丹
波
市
の
魅
力

発
信
に
つ
な
が
り
、
さ
ら

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
動

車
で
の
観
光
の
楽
し
み

方
と
異
な
る
、
自
転
車
な

ら
で
は
の
楽
し
み
方
が

開
発
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
県
民
局
と
も

協
議
し
、
具
体
的
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
守

り
、
交
通
弱
者
を

作
ら
な
い
視
点
で
、
学
校

の
通
学
路
を
中
心
に
自

転
車
走
行
指
導
帯
を
設

置
し
ま
せ
ん
か
。

学
校
や
地
域
か
ら
、

交
通
に
関
す
る
危

険
個
所
を
毎
年
伺
い
、
可

能
な
限
り
対
応
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
自

転
車
走
行
指
導
帯
に
関

し
て
は
、
具
体
的
に
関
係

機
関
と
の
協
議
や
地
域

と
の
合
意
形
成
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

自
転
車
走
行
指
導
帯
の
設
置
を
！

答 

観
光
の
視
点
、
交
通
安
全
の
視
点
か
ら

有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

金沢の自転車走行指導帯

市
民
の
み
な
さ
ん

の
想
い
や
願
い
の

声
を
ど
の
様
に
聞
い
て

い
ま
す
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
随
時
ご
意
見
を

い
た
だ
け
る
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
が
、
市
民
の

方
か
ら
直
接
ご
意
見
を

伺
い
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
29
年
1
月
よ
り
「
ま

ご
こ
ろ
市
長
室
」
を
月
1

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
市
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
テ
ー
マ
別
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

市
民
満
足
度
の
向

上
対
策
は
。

平
成
28
年
度
「
市

民
意
識
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
平
均
58
点
と
高

く
な
い
状
況
で
す
。今
後
、

人
口
減
少
下
に
お
い
て

も
市
民
一
人
ひ
と
り
が

幸
せ
を
感
じ
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
市
政
を

運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
や
市
民
活
動

の
応
援
サ
イ
ト
を
。

団
体
活
動
の
内
容

や
イ
ベ
ン
ト
事
業

な
ど
の
情
報
を
発
信
し

「
見
え
る
化
」
を
す
る
こ

と
は
、「
参
加
し
て
み
よ

う
」「
自
分
も
や
っ
て
み

よ
う
」
と
活
動
へ
の
参
加

愛
さ
れ
る
丹
波
市
へ
市
民
の
声
を
！

答 

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
直
接
ご
意
見

を
伺
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
…

答 問

問

答 問

答 問

問答

答

問答

問

答

情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
重

要
な
施
設
で
あ
る
、
市
内
「
道

の
駅
」

 

小
川　

庄
策  

議
員

問答

 

吉
積　
　

毅  

議
員

 

大
西 

ひ
ろ
美  

議
員

問答
問答

の
料
金
体
系
を
見
直
し

ま
す
。「

農
の
学
校
」
は
、

農
業
へ
の
志
向
と

再
生
に
期
待
し
て
い
る
。

構
想
や
計
画
は
ど
う
か
。

特
産
物
の
栽
培
技

術
習
得
に
加
え
、

有
機
農
業
の
栽
培
技
術

の
習
得
を
め
ざ
し
、
他

の
地
域
と
の
差
別
化
を

図
り
ま
す
。
市
島
地
域

を
考
え
て
お
り
31
年
度

の
開
校
を
め
ざ
し
ま
す
。

意
識
の
増
大
に
繋
が

る
こ
と
と
し
て
大
い

に
共
感
し
ま
す
。

 

大
嶋　

恵
子  

議
員

丹
波
市
に
観
光
客

を
呼
び
込
む
た
め

に
は
公
衆
ト
イ
レ
の
充

実
は
大
変
重
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、

谷
口

市
長
、「
今
で
し
ょ
う
」。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
て
く
だ
さ
い
。

議
員
ご
指
摘
の
通

り
、観
光
地
に
と
っ

て
公
衆
ト
イ
レ
を
利
用

さ
れ
た
時
の
印
象
は
大

変
重
要
な
も
の
だ
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
公

衆
ト
イ
レ
等
洋
式
化
に

つ
い
て
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
計
画
的
に
整
備

を
行
う
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
。

和
田
中
学
校
・
山

南
中
学
校
統
合
に

つ
い
て
、
平
成
30
年
度

か
ら
協
議
・
検
討
が
再

開
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
岸
田
教
育
長

は
再
開
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
思
い
で
進
め
よ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
か
。平

成
30
年
度
に
学

校
統
合
の
協
議
を

再
開
し
、
建
設
候
補
地

の
提
案
、
ま
た
、
生
徒

が
よ
り
よ
い
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

〝
今
で
し
ょ
う
〟
公
衆
ト
イ
レ
の
改
善
は

答 

大
変
重
要
な
も
の
と
認
識
し
、
積
極

的
・
計
画
的
に
整
備
を
行
う
予
定
で
す

答

問答

問

た
な
ば
た
短
冊
に
願
い
を

込
め
て

議場って

どんなところ？
トライやるウィークで議場見学に

来てくれたふたりに聴きました。

まごころ市長室

申込みフォーム

岡林和貴さん

（柏原中２年）
谷口天翔さん

（柏原中２年）

議場の中を見せてもらっている

間、敷き詰めてあるじゅうたん

がフカフカで居心地がよかったで

す。議長席に座らせてもらったら、

議員さん全員を見下ろせるぐらい

高くて驚きました。議員さんには、

それぞれ会派があり、意思統一を

するために勉強会をされている様

子を見せてもいらい、議員さんも

勉強をされているのだと初めて知

りました。
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議会で、僕たちの将来のことも話

し合われているのだろうか、どん

なことが話し合われているのかと

大変気になりました。僕たちの中

学校もきれいになります。ありが

とうございます。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。 1415



政
務
活
動
費

（単位：円）

会派名・所属議員 人数 交付額 支出合計 返還額

日本共産党議員団 2 60,000 51,021 8,979

西本　嘉宏

西脇　秀隆

＊２月 15 日　視察

　兵庫県宍粟市　公共交通・林業

　兵庫県相生市　こども・子育て支援策

※会報発行費 43,500 円を含む

公　明　党 2 60,000 60,000 0

藤原　　悟

須原　弥生

＊１月 20 日　地方議会議員セミナー（大阪）　

　「データで読み解く人口減少対策」

丹波クラブ ３ 90,000 82,214 7,786

奥村　正行

前川　豊市

林　　時彦

＊２月 15 日

　地方議会総合研究所　京都セミナー

　「政策議会」と市民参加、質問力でになう「政策議会」

　※振込手数料 864 円を含む

新風クラブ ２ 60,000 33,620 26,380

太田　一誠

垣内　廣明

＊１月 20 日　地方議員研究会（大阪）

　「若年層を取り巻く雇用環境と結婚支援政策

　の問題点と課題」「人口減少社会における出

　産と子ども・子育て支援策の問題点と課題」

丹新会と維新 10 300,000 266,189 33,811

山名隆衛　小橋昭彦

谷水雄一　吉積　毅

渡辺秀幸　大嶋恵子

大西ひろ美　近藤憲生

小川庄策　広田まゆみ

＊１月 28 日　市民との意見交換会「丹新カフェ」

　※施設使用料等（6,510 円）を含む

＊２月 15 日　地方議会総合研究所　京都セミナー

「政策議会」と市民参加、質問力でになう「政策議会」

無所属（議長） 1 30,000 0 30,000

太田喜一郎

期間：平成 29 年 1 月～平成 29 年３月

今回は、

第４期議員の

政務活動費の

報告です。

１．議員一人あたり月額１万円

市民のみなさんの関心が高い「政

務活動費」。丹波市では、「会派」

もしくは「会派に属さない議員」に

対し、議員一人あたり月額 1 万円が

交付されています。

２．使途は調査研究やスキルアップ

使い道のほとんどが、会派による

先進地への視察や研修会などへの

参加費、交通費などです。このほ

か、宿泊費（上限あり）や資料代、

会報発行費にも使用できます。

政務活動費の収支を

報告します 視察報告

「主役はママ」をキャッチフレーズに、総合保健医

療センター内に専用スペースを設け、ママのため

のデイケアサービスを開設。母親が安らげる空間

の提供と、保健師・臨床心理士・栄養士による相

談支援を行っている。

「森の学校」と「やねだん」に学ぶ、

廃校活用とまちおこし

愛知・岐阜で学ぶ　ママのためのデイケア

サービスとアイデア勝負で消防力の強化

妊産婦ケア～さんさん

ルーム（愛知県春日井市）

産前・産後の肉体的・精神的

負担を和らげるため、ここで

子どもをみてもらいながら 1

日ゆったり過ごすことで、母

親が安心とゆとりを取り戻す

時間になっている。

4/11 ～ 12 総務常任委員会４/25～ 26産業建設常任委員会 4/24 ～ 25 民生常任委員会

鹿児島県柳谷地区・　愛知県春日井市など先進地に学ぶ

丹波市が抱えるさまざまな課題を

調査するため、各常任委員会で先進地を

訪問し、視察研修を行いました。

公共交通空

白地域の解

消や市街地における利便性の高

い交通環境を構築するため、従

来の JR や広域路線バスを維持

伝統産業などの「素材」を活かしきれない課題を

抱えていた南砺市では、創造力と高い感度、斬新

な切り口をもつクリエイターに着目。クリエイター

の集積を図り、拠点施設となるクリエイタープラ

ザをハイウェイオアシス内に設けた。高感度のク

リエイターの感性が、南砺の素材を見事に引き出

し、新たなコト・モノを生み出す。眠っていた産

業に新しい価値が生まれるとともに、「やりたいこ

と」が「できる」南砺の創出にもつながった。

集落ごとの人口を

把握し、人の流れ、時間

帯等を考慮した交通システ

ムは、丹波市においても十

分考慮しなければ

ならないと感じ

ました。

クリエイターが伝統産業に新たな価値を
生み出す（富山県南砺市）

北陸２市に学ぶ、公共交通空白地帯ゼロと

「伝統産業×クリエイター」のまちづくり

しつつ、市街地では「まちなか循環バス」を、また、

市街地周辺では「乗合タクシー」と「市営バス」により、

市内全域を網羅する公共交通体系が整備されています。

消防団員確保対策
（岐阜県関市）

育児疲れや不安を感じ

ている母親のケアはとても大切。

丹波市でも、これまでさまざま

な施策が進められてきました

が、このような母親自身のケ

ア専用スペースも検討できれ

ばと思います。

「たからべ森の学校」
（鹿児島県曽於市）

閉校した中学校の利活用にかかる市の公募で、従業員数名

の小さな会社が選定された。同社は、鹿児島市内でＨＰ作

成などを行うＩＴ企業で、新規事業として職業訓練や農業

人のＩＴ研修などを行う「たからべ森の学校」をスタート。

県が職業訓練施設として認定し、国の離職者向け職業訓練

施設として「農業人材育成科」（６か月）も設けられている。

社長の熱意と市の支援、県や国

の認定が成功の鍵と言える取組みで、

委託料によりうまく運営されている。

　丹波市でもぜひ生かしていきたい。

地域との交流にも力を入れ、「学

校恋活」や「星空映画館」などお

もしろい企画で地域活性化の原動

力にもなっている。職員室を改装

したカフェも人気。

対象：妊娠中または１歳児未

満の乳児を持つ母親（市民）。

定員：１日７組（予約制）

利用料：１回 1,000 円。

利用者数：延べ 995 組

（H28）

消防団員の確保が全国的な問題となっている中、行政が

主体となり、女性、学生、消防団ＯＢ、事業者を巻き込

んで消防団員確保の取組みをしている。消防学生隊、消

防団ドローン部隊、防災バスと、さまざまな視点から団

員の確保に努めている。また、昼間の消防力強化のため

の「市役所隊」、地元企業の女性 10 名がＰＲ活動や訓練

等を通じて企業内での防火・防災リーダーとして活躍す

る「Ｔ - ＳＥＬＦ」（企業別女性団員）等も発足した。

　　　現職消防団員へのアンケートから

課題を見つけ、各種事業を進められていた。

丹波市でも、消防団員の意見を十分聴き、

消防団員確保対策を進めるべきと感じた。

市内事業所で団員等が特典を

受けられる「消防団サポート

プロジェクト」や年末警戒の

時間短縮により団員や家族の

負担を軽減するなど、ソフト

面での配慮も大きい。

地域住民主体のまちづ
くり（鹿児島県鹿屋市
柳谷地区）
耕作放棄地にサツマイモを植え、焼

酎「やねだん」を製造。唐辛子も栽

培して商品化するなど自主財源の確

保に努めている。写真は、観光案内

所の外壁一面の観光マップ。

柳谷地区＝通称「やねだん」。平成８年に豊重哲郎さんが

自治公民館長に就任して以来、「行政に頼らないまちおこ

し」を実践している。地域住民で栽培した作物で焼酎など

の製造・販売をし自主財源を確保。また、韓国との交流や

空き家の活用も行い、写真家・画家など文化人も数多く移

住している。

強力なリーダーのもと、集落を何とか活性化

しよういう住民の意志がうまく結合し、村おこしが

行われていることを強く感じました。「行政に頼らな

いまちおこし」は、私たちに強い衝撃

を与え、大きな教訓になった。丹波市

でも地域のリーダー育成が大きな課題

やねだんホームページ

森の学校ホームページ

桜クリエホームページ

市内全域を網羅する

公共交通体系を整備

（福井県大野市）

新たな施設整備を考える際の

参考になりました。丹波市は

京阪神からも近いので、もっ

とアピールするべきですね。

   

議
会
で
や
っ
て
ほ

   

し
い
50
の
こ
と

   

議
会
で
や
っ
て
ほ

   

し
い
50
の
こ
と

６
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

審   

議   

結   

果

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

視

察

報

告

政

務

活

動

費

議
会
報
告
会

お   

知  

ら   

せ

静かでゆったりした環境の中、

さまざまなイベント等が企画で

きるクリエイタープラザ「桜ク

リエ」。入居施設以外にも多目

的ホールやオープン

スタジオ、カフェ等

が併設されている。

1617
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Shigikai Information
Information

＊上記の日程は変更になる場合があります。最新の情報

はホームページなどでご確認ください。

９月の
定例会

次回は

９月１日から

はじまります。

ぜひお越しく

ださい。

日 曜日 内　　容 開会時間

1 金 本会議（議案提案） 9：30

5 火 本会議（一般質問） 9：00

6 水 本会議（一般質問） 9：00

7 木 本会議（一般質問） 9：00

11 月 本会議（議案質疑・委員会付託） 9：30

13 水 総務常任委員会 9：30

14 木 民生常任委員会 9：30

15 金 産業建設常任委員会 9：30

19 火 補正予算特別委員会 9：30

20 水 決算特別委員会 9：30

21 木 決算特別委員会 9：30

26 火 決算特別委員会 9：30

27 水 決算特別委員会（総括審査） 9：30

29 金 本会議（議案の採決） 9：30

年　齢意見交換会

60 歳代
45％

70 歳代
　以上
　19％ 50 歳代

26％

40 歳代
10％

よかった
　64％

未回答
 8％

参加者アンケートの結果から（参加者176人中 156人が回答 /回答率 89％）

よくなか
った 1％

どちらとも
　言えない
　27％

Q Q

375
いただいたご意見の

総数
計　　　　　　件

丹波市では、保育園問題はないと聞いていたが、入りにくいこども園もある。

こども園

病院跡地

空き家
を活用

し

た民泊
を運営

す

るなどで
きないか

。

空き家

市は鳥
獣害対

策

にもっ
と力を

入れ

るべき
。

農　業

日赤の跡地は国道

沿いなので、有効

に活用してほしい。
デマ
ンド
を利
用し

て新
病院
へ行
ける

方法
を考
えて
欲し

い。

新病院

期待
して
いる
が、
開

院ま
でに
はま
だま

だ資
金問
題が
ある

よう
だが
大丈
夫か
。

新病院

保育
料や
学費
・給

食の
免除
がで
きな

いか
。

子育て

自治
会の
責任
や

負担
が大
きい
。

自治会

自治協の
活動を市

は評価し
、取組み

に応じた
メリハリ

のある交付
金の交付

方法をとっ
てほしい。

自治協

地域
活性

化の
ため

にも
リー
ダー
養成
の

機会
が必
要で
はない

か。市
とし
てど
のよ

うに進
めてい

るのか
。

リーダー養成

議会報告会＆意見交換会市民と議員―互いの距離が近づく時間TAKUSAN
-NO KOE -WO ARIGATOUWorkshop

未

市
民
に
開
か
れ
た

わ
か
り
や
す
い
議
会
を

め
ざ
し
て

　
丹
波
市
議
会
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
開
か
れ
た
議
会
を

め
ざ
し
て
、
現
在
、
議
会
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。
３
月
に
は

「
議
会
改
革
推
進
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
、
議
会
基
本
条
例
※

の
検

証
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

　

６
月
定
例
会
で
は
、　

議
会
改

革
推
進
チ
ー
ム
の
検
討
結
果
報

告
を
受
け
て
、「
議
会
改
革
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

広
報
広
聴
の
あ
り
方
も
研
究

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
（
各

会
派
代
表
等
に
よ
る
委
員
会
）

で
先
進
地
の
視
察
に
行
く
ほ
か
、

議
会
報
編
集
委
員
会
で
も
広
聴

活
動
（
市
民
の
声
を
聞
く
機
能
）

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研
究
も

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
具
体
的
な
条
例
の
見

直
し
や
取
組
み
内
容
を
審
議
し
、

行
動
に
移
し
て
い
き
ま
す
。

［
議
会
改
革
特
別
委
員
会
］

　

委  

員  

長　
　

藤
原　
　

悟

　

副
委
員
長　
　

山
名　

隆
衛

　

委　
　

員　
　

谷
水　

雄
一

　

委　
　

員　
　

小
橋　

昭
彦

　

委　
　

員　
　

奥
村　

正
行

　

委　
　

員　
　

西
本　

嘉
宏

　

委　
　

員　
　

太
田　

一
誠

（
６
月
26
日
設
置
）

一般質問では声が小さくて聞こ

えない方がいらしたのが残念で

した。また、もう少し系統立てて、

抽象的ではなく具体的な質問さ

れた方が回答とかみあって良

かったのではないでしょうか。

　　　　　　佐藤　裕之さん

（神戸市在住 80 歳）

６
月
定
例
会
を

傍
聴
し
ま
し
た
！

受付で傍聴者

受付簿に住所とお

名前をご記入の

上、会議資料を受

け取ってお入り

ください。

このまちの「あした」がみえてくる。

議会傍聴に
お越しください

[ 意見交換会について ]

＊参加者の方々の考えが勉強になった。

＊いろいろな課題が聞けてよかった。

＊地区内の切実な問題が多く出ていた。

＊いろんな意見が参考になった。

＊少人数で忌憚のない話ができた。

＊少数で班分けされ、意見が出やすい工夫がされていた。

＊反映されるかどうかは別にして、意見を知ってもらえた。

＊立場立場の考え方がおもしろかった。

＊ほかのグループの声や雑音で聞き取りにくかった。

＊グループ討議がよかった。

と　き：５月 16 日（火）～ 18 日（木）午後７時 30 分～

会　場：市内各地域（６会場）で実施　　　参加者：176 名

内　容：①議会からの報告（新年度予算・地域医療総合支援センター

等の概要説明）②意見交換会（少人数のグループで意見交換）

今年もたくさんのご意見をお伺いすることができました。

市への要望書の回

答が遅い。回答内

容も要望の趣旨と

少し異なっている

ことがある。

行　政

新人議員にとって

はじめての進行役とな

る意見交換会でしたが、

みなさんのご意見を直

接お伺いすることがで

きてとてもよか

ったです。

進めています、議会改革！

議会進化論
ー１ー

開かれた議会
に向けた改革の
様子を毎号ご紹
介します。お楽

しみに。

カイ

　　　セツ　　

議会基本条例

議会のあり方等を規定する、市
議会の最高規範にあたるもの。
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